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介護の相談は在介へ



Tamaki Town Report

◎
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

（
通
称
「
在
介
」）
と
は
…

在
宅
で
援
護
を
必
要
と
さ
れ
る
お

年
寄
り
や
、
介
護
を
さ
れ
る
方
が
、

各
種
の
保
健
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
や
相

談
な
ど
総
合
的
に
受
け
て
い
た
だ
け

る
よ
う
関
係
機
関
な
ど
と
の
連
絡
調

整
を
図
る
セ
ン
タ
ー
で
す
。

具
体
的
に
は
、
在
宅
で
介
護
を
す

る
た
め
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
な
ど
に

つ
い
て
、
身
近
な
と
こ
ろ
で
気
軽
に

専
門
家
に
相
談
で
き
る
よ
う
に
す
る

を
提
供
す
る
た
め
、
事
業
の
一
部
を

町
社
会
福
祉
協
議
会
に
委
託
し
、
新

た
に
専
用
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
ま
し

た
。
場
所
は
、
町
保
健
福
祉
会
館
ふ

れ
あ
い
ホ
ー
ル
入
り
口
右
側
（
東

側
）
に
あ
り
ま
す
。

◎
仕
事
の
内
容
は
…

「
在
介
」
で
は
、
次
の
よ
う
な
こ

と
を
し
ま
す
。

①
地
域
の
要
援
護
老
人
世
帯
の
実
態

把
握
お
よ
び
各
種
保
健
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
広
報
並
び
に
そ
の
積
極
的
な
利

用
に
つ
い
て
の
啓
発

②
電
話
相
談
、
面
接
相
談
等
に
よ
る

総
合
的
な
在
宅
介
護
の
相
談

③
保
健
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
申

請
手
続
の
指
導
お
よ
び
関
係
機
関
と

の
調
整

④
介
護
ニ
ー
ズ
等
の
評
価
お
よ
び
処

遇
の
あ
り
方
の
検
討

⑤
訪
問
等
に
よ
る
在
宅
介
護
の
方
法

等
に
つ
い
て
の
指
導
、
助
言

⑥
介
護
機
器
の
展
示
、
紹
介
、
選
定

及
び
使
用
方
法
並
び
に
高
齢
者
向
け
住

宅
の
増
改
築
に
関
す
る
相
談
、
助
言

⑦
在
宅
介
護
相
談
協
力
員
の
研
修
お

よ
び
連
絡
調
整

⑧
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
協
議
会

の
開
催

◎
ス
タ
ッ
フ
は
…

○
セ
ン
タ
ー
長
　
森
島
千
里

（
写
真
右
か
ら
２
番
目
）

○
藤
村
卓
紀
（
写
真
右
端
）

○
濱
口
恭
子
（
写
真
右
か
ら
３
番
目
）

○
中
西
弘
美
（
写
真
左
端
）

入
り
口
に
は
、
わ
か
り
や
す
い
よ

う
看
板
も
か
け
て
お
り
ま
す
の
で
、

在
宅
介
護
で
お
困
り
の
方
は
、
お
気

軽
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

タウンレポート

と
と
も
に
、
町
の
窓
口
に
行
か
な
く

と
も
必
要
な
保
健
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
調
整

す
る
こ
と
に
よ
り
、
積
極
的
に
在
宅

介
護
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
在
宅
介
護
に
関
す
る
様
々

な
相
談
に
対
応
す
る
た
め
、
24
時
間

体
制
で
運
営
し
て
い
ま
す
。

町
で
は
、
近
隣
町
村
に
さ
き
が
け

て
平
成
９
年
10
月
か
ら
事
業
運
営
を

行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
介
護
保
険
制

度
の
施
行
に
伴
な
い
、
制
度
を
補
完

し
、
よ
り
よ
い
保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス

保
健
福
祉
会
館�
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玉城町長

若葉青葉の候と申しますが、一年中で最も活力が
みなぎる季節であります。皆様にもご壮健のことと
お察し申し上げます。

さて、早いもので４月４日より実施いたしました
乳幼児保育も２ヶ月を経過いたしました。

有田保育所に伴設ではありますが、１歳未満児６
名が入所してくれました。授乳が必要な幼児の保育
は初めてのことであり、経験十分な保育士も少々戸
惑いながらも落ち着いてまいりました。看護婦や栄
養士も常駐して協力しております。もう心配もない
ようです。保護者の方々にも安心いただけることと
存じます。

少子化の時代、安心して働ける環境づくりが大切
であります。写真はその一場面であります。しかし、
一方で親と子の時間が少なくなります。毎日の新聞
では社会面で親子の絆のあり方が報じられています
が、子供が親を信用しなくなったり、親が子供を虐
待したりと悲しいニュースが多すぎます。核家族化
し夫婦で共働きの現代社会、私たちは親と子の絆の
最も大切なことを見逃しているのではないでしょう
か。子供はただ安全であればよいと言うことだけで
は必ずしもありません。何人も取って代わることの
できない親子の情をしっかり温めてやってほしいと
存じます。保育現場に立ち会って、そんな思いひと
しおであります。

予算や施設の都合で保育士たちの要望も十分かな
えることになりませんが、与えられた天職と一生懸
命であります。そのけなげな努力にご支援をお願い
申しあげるところであります。

先月も申し上げましたが、福祉は受ける人と与え
る人が一体となって共に感謝と喜びが必要でありま
す。一人は万人のために、万人は一人のために、と
もにいい環境をつくりましょう。

ではまた来月に お元気で

5月15日　町長室にて

C O L U M N  i n  J u n e , 2 0 0 0

町
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会

（
会
長：

神
谷
良
明
）
主
催

の
リ
ー
グ
戦
が
４
月
14
日
開

幕
し
、
神
谷
会
長
の
始
球
式

で
熱
戦
の
火
ぶ
た
が
き
ら
れ

ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
ナ
イ
タ
ー
照

明
が
灯
さ
れ
た
総
合
グ
ラ
ウ

ン
ド
に
、
協
会
関
係
者
、
選

手
ら
が
集
ま
り
、
期
間
中
の

大
会
規
定
や
注
意
事
項
を
申

し
合
わ
せ
た
後
、
早
速
試
合

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
リ
ー
グ
戦
に
は
、
昨
年
同

様
７
チ
ー
ム
が
参
加
。
10
月
中
旬
ま

で
総
当
り
戦
を
２
回
行
い
勝
負
を
競

い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
期
間
中
に
は
「
町
民

ソ
フ
ト
」「
協
会
杯
争
奪
リ
ー
グ
戦
」

な
ど
、
愛
好
者
の
親
睦
を
図
る
試
合

も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

タウンレポート

【
今
年
度
の
登
録
チ
ー
ム
】

●
原
ク
ラ
ブ

●
愛
球
ク
ラ
ブ

●
ビ
ッ
グ
ナ
イ
ン

●
梅
組

●
ド
ル
フ
ィ
ン
ズ

●
山
神
ク
ラ
ブ

●
役
場
ジ
ャ
パ
ン
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TEL 58・3039

町立玉城病院では看護婦を募集します。
●募集職種　看護婦（士）
●資格　通勤可能で平成12年4月1日現在、満年齢40歳未満の方
申し込みは、履歴書に必要事項を記入し、玉城病院事務所へ提出してください。
期限は6月30日（金）まで

「
資
源
ご
み
回
収
状
況
」

こ
の
４
月
か
ら
分
別
収
集
が
始
ま
り
ま
し
た
。
収

集
状
況
を
見
て
み
ま
す
と
、
み
な
さ
ん
の
リ
サ
イ
ク

ル
の
お
か
げ
で
ご
み
の
収
集
量
も
若
干
減
少
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
よ
り
一
層
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

「
資
源
ご
み
分
別
状
況
」

さ
て
、
そ
の
分
別
に
つ
い
て
見
て
み
ま
す
と
、
お
お

む
ね
分
別
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
中
に
は
き
ち
ん
と
さ
れ

て
い
な
い
も
の
も
見
う
け
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
に
つ
い
て
、

種
類
ご
と
に
説
明
し
て
い
き
ま
す
。

●
資
源
ビ
ン

資
源
ビ
ン
と
し
て
収
集
で
き
る
も
の
は
、
食
用
の
み

で
す
。
し
か
し
、
食
用
油
の
ビ
ン
は
収
集
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
農
薬
・
殺
虫
剤
の
ビ
ン
、
蛍
光
灯
も
収
集
で
き

ま
せ
ん
。

ま
た
出
す
際
に
は
、
フ
タ
・
キ
ャ
ッ
プ
を
は
ず
し
て
、

水
洗
い
・
水
切
り
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
と
し
て
収
集
で
き
る
も
の
は
食
用
の
み

で
左
の
よ
う
な
マ
ー
ク
の
つ
い
た
も
の
で
す
。
た
だ
し
、

食
用
油
の
ボ
ト
ル
に
マ
ー
ク
が
付
い
て
い
て
も
収
集
で
き

ま
せ
ん
。

ま
た
、
出
す
際
に
は
、

ふ
た
・
キ
ャ
ッ
プ
を
は
ず

し
て
、
水
洗
い
・
水
切
り

を
お
願
い
し
ま
す
。

●
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
に
つ
い
て
は
、
収
集
で
き
な
い
物

が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

例
え
ば
、
ビ
ニ
ー
ル
ひ
も
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の

ス
ト
ロ
ー
・
ス
プ
ー
ン
、
ハ
ン
ガ
ー
、
お
も
ち
ゃ
、
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
軽
量
カ
ッ
プ
・
洗
面
器
・
植
木
鉢
な

ど
が
そ
う
で
す
。
こ
れ
ら
は
容
器
・
包
装
リ
サ
イ
ク

ル
法
で
は
対
象
品
目
と
な
ら
な
い
た
め
、
収
集
で
き

ま
せ
ん
。

ま
た
出
す
際
に
は
、
異
物
が
付
着
し
て
い
る
場
合
、

中
身
を
空
に
し
、
臭
い
が
発
生
し
な
い
よ
う
に
水
洗
い

を
行
い
、
十
分
に
乾
燥
さ
せ
て
か
ら
出
し
て
く
だ
さ
い
。

町
住
民
課
　
TEL
５
８
・
８
２
０
２

［町内版］
1

●
古
紙
・
布
類

古
紙
・
布
類
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
、
ひ
も

の
縛
り
方
が
不
十
分
な
た
め
、
荷
崩
れ
を
お
こ
し
て
収

集
し
に
く
い
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
り
ま
す
。
出
し
方
に

つ
い
て
は
、
一
人
で
簡
単
に
持
て
る
重
さ
で
ひ
も
で
縛

っ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。
裁
断
の
し
に
く
い
電
気
コ
ー

ド
、
布
ひ
も
、
パ
ン
ス
ト
ひ
も
は
使
用
し
な
い
で
く
だ

さ
い
。
な
る
べ
く
ビ
ニ
ー
ル
ひ
も
を
ご
使
用
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
町
住
民
課
へ

風
に
飛
ば
さ
れ
た
り
、
雨
に
流
さ
れ
た
ご
み
等
に
よ

り
、
排
水
路
や
用
水
路
が
詰
ま
り
、
大
雨
の
際
、
水
が

あ
ふ
れ
道
路
が
冠
水
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
屋
外
に
置
か

れ
る
ご
み
等
は
み
な
さ
ん
の
手
で
管
理
い
た
だ
く
よ
う
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

特
に
、
こ
れ
か
ら
梅
雨
を
迎
え
ま
す
、
特
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

町
建
設
課
・
住
民
課

TEL
５
８
・
８
２
０
５
　
５
８
・
８
２
０
２



町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
・
町
体
育
指
導
委
員
協

議
会
で
は
、
次
の
よ
う
に
本
年
も
初
心
者
水
泳
教
室
を

開
催
し
ま
す
。

泳
げ
る
よ
う
に
な
り
た
い
、
も
っ
と
う
ま
く
泳
ぎ
た

い
と
思
っ
て
お
ら
れ
る
方
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
者

町
内
の
小
学
１
年
生
以
上
の
児
童
・
生
徒

お
よ
び
一
般
成
人
で
、
水
泳
初
心
者
、（
田
丸
小
以
外

の
４
年
生
以
下
の
児
童
は
、
保
護
者
が
送
迎
し
て
く
だ

さ
い
）

▼
募
集
人
員

小
学
低
学
年
（
１
・
２
年
生
）
50
人
、

小
学
３
年
生
以
上
一
般
50
人
。

▼
場
所

田
丸
小
学
校
プ
ー
ル

▼
参
加
料

無
料

▼
指
導
者

町
体
育
指
導
委
員▼

申
込
み
方
法
な
ど

６
月
21
日
（
水
）
ま
で

に
、
町
教
育
委
員
会
社
会

教
育
課
へ
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
実
施
要
項
・
申

込
用
紙
は
同
課
に
ご
用
意

し
て
い
ま
す
。

な
お
、
小
学
生
は
各
学
校

へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▼
そ
の
他

開
催
日
程
は

上
表
の
と
お
り
で
す
。
ま

た
、
万
一
の
事
故
傷
害

に
は
応
急
処
置
以
外
、

主
催
者
で
の
責
任
は
負

い
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

町
教
育
委
員
会
で
は
、
福
寿
学
級
「
玉
城
学
園
」

（
高
齢
者
学
級
）
を
開
講
し
ま
す
。
こ
の
福
寿
学
級

は
、
長
寿
の
た
め
の
心
身
育
成
・
運
動
や
教
養
を

高
め
て
い
た
だ
こ
う
と
毎
年
開
講
さ
れ
、
今
年
で
24

期
目
を
迎
え
ま
す
。
多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
開
講
期
間

平
成
12
年
７
月
〜
13
年
３
月
ま
で
。

月
１
回
の
計
９
回
の
開
講
。

▼
受
講
対
象
者

町
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
、
お
よ
び

町
民
で
受
講
希
望
の
方
。

▼
申
込
み
方
法
な
ど

６
月
21
日
（
水
）
ま
で
に
町

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
（
改
善
セ
ン
タ
ー
）
へ

な
お
、
講
座
内
容
や
申
込
書
な
ど
、
詳
し
く
は

地
域
の
老
人
ク
ラ
ブ
の
役
員
さ
ん
か
、
町
社
会
教

育
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

身
体
に
障
害
を
持
ち
な
が
ら
、
障
害
者
手
帳
の

交
付
を
受
け
て
み
え
な
い
方
。
ま
た
、
す
で
に
交
付

さ
れ
て
い
る
が
障
害
の
程
度
に
変
化
が
み
ら
れ
る
な

ど
、
総
合
的
な
巡
回
相
談
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時

７
月
６
日
（
木
）

受
付
時
間
は
13
時

〜
14
時
（
医
師
に
よ
る
診
査
は
、
14
時
〜
16
時
）

▼
場
所

町
保
健
福
祉
会
館

▼
対
象
者

肢
体
不
自
由
者
・
聴
覚
障
害
者

▼
相
談
内
容

●
身
体
障
害
者
手
帳
交
付
要
否
判
定

●
障
害
者
等
級
変
更
の
審
査
お
よ
び
補
装
具
の
交
付

要
否
判
定

●
更
正
医
療
給
付
費
の
該
否
判
定
、
心
理
学
的
お

よ
び
職
能
的
判
定

●
身
体
障
害
者
の
一
般
更
生
相
談

▼
申
し
込
み
・
そ
の
他

準
備
の
都
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
診
査
を
希
望
さ
れ
る
方
は
事
前
に
町
福
祉
課

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

平
成
12
年
４
月
28
日
ま
で
に
、
次
の
工
事
事
業
者
を

新
た
に
指
定
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼（
有
）玉
城
電
機
工
事

玉
城
町
佐
田
３
０
５
番
地
１

TEL
０
５
９
６
・
５
８
・
３
４
３
９

▼（
有
）鳥
羽
配
管
設
備

鳥
羽
市
屋
内
町
４
番
７
号

TEL
０
５
９
９
・
２
６
・
２
２
６
９

▼（
株
）エ
ー
エ
ス
設
備
工
業

伊
勢
市
通
町
42
番
地
１

TEL
０
５
９
６
・
２
７
・
０
１
１
０

▼（
株
）桜
井
組

度
会
郡
玉
城
町
佐
田
２
４
１
番
地
２

TEL
０
５
９
６
・
５
８
・
３
０
６
７

▼（
有
）中
浦
土
木

度
会
郡
玉
城
町
佐
田
１
４
３
６

TEL
０
５
９
６
・
５
８
・
４
７
６
２

▼
安
立
水
道

志
摩
郡
磯
部
町
穴
川
３
９
８-

３

TEL
０
５
９
９
・
５
５
・
０
６
２
８

な
お
、
次
の
工
事
事
業
者
の
住
所
、
電
話
番
号
が
変

更
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
あ
わ
せ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
テ
ッ
ク
設
備

多
気
郡
多
気
町
土
羽
６
８
０-

７

TEL
０
５
９
８
３
・
７
・
２
７
６
６

町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
　
TEL
５
８
・
６
３
３
１

町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
　
TEL
５
８
・
６
３
３
１

くらしの情報・6月
［町内版］

小学校1・2年生 小学校3年生以上・一般

7月 9日（日） 9：30～10：20 10：30～11：30

7月16日（日） 9：30～10：20 10：30～11：30

7月23日（日） 9：30～10：20 10：30～11：30

7月30日（日） 9：30～10：20 10：30～11：30

●初心者水泳教室開催日程

できるだけ4日間連続して参加してください。※雨天などの時は中止します。

4 城あとに夢を築くまちたまき 2000- 6

町
福
祉
課
　
TEL
５
８
・
８
２
０
３
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現
在
、
３
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
を
養
育
し
て
い
る
方

に
支
給
さ
れ
て
い
る
児
童
手
当
は
、
平
成
12
年
６
月
１

日
か
ら
制
度
が
改
正
さ
れ
ま
す
。

改
正
前

▼
対
象
年
齢

３
歳
未
満

▼
手
当
月
額

第
１
子
・
第
２
子
　
　
５
、
０
０
０
円

第
３
子
以
降
　
　
　
　
　
　
　
１
万
円

▼
支
払
時
期

２
月
・
６
月
・
10
月

改
正
後

▼
対
象
年
齢

義
務
教
育
就
学
前

（
６
歳
到
達
後
最
初
の
年
度
末
）

※
平
成
６
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
児
童

▼
手
当
月
額

第
１
子
・
第
２
子
　
　
５
、
０
０
０
円

第
３
子
以
降
　
　
　
　
　
　
　
１
万
円

▼
支
払
時
期

２
月
・
６
月
・
10
月

◎
児
童
手
当
の
支
給
を
受
け
る
に
は
？
　

こ
の
手
当
を
受
給
す
る
に
は
申
請
を
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
は
申
請
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。（
公
務
員
の
方
は
、
勤
務
先
で
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
）

た
だ
し
、
所
得
制
限
に
よ
り
支
給
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

◎
い
つ
ご
ろ
手
続
き
す
れ
ば
い
い
の
？

《
新
規
に
請
求
す
る
方
》

平
成
12
年
９
月
30
日
ま
で
に
申
請
を
さ
れ
た
場
合
、

平
成
12
年
６
月
分
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

（
９
月
以
前
に
支
給
要
件
が
満
た
し
た
月
分
に
限
り
ま
す
。）

た
だ
し
、
９
月
に
申
請
し
た
場
合
、
事
務
手
続
き
上

10
月
の
支
払
日
に
間
に
合
わ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
お
早
め
に
町
住
民
課
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
９
月
30
日
は
土
曜
日
の
た
め
役
場
は
お
休
み

で
す
。

《
児
童
手
当
を
現
在
受
け
て
い
る
方
》

毎
年
６
月
中
に
「
児
童
手
当
現
況
届
」
を
提
出
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
届
は
、
毎
年

６
月
１
日
に
お
け
る
状
況
を
記
載
し
、
手
当
を
引
き
続

き
受
給
す
る
要
件
が
満
た
さ
れ
て
い
る
か
を
確
認
す
る
た

め
の
も
の
で
す
。
届
け
出
が
な
い
と
、
６
月
以
降
の
手

当
が
受
給
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

町
住
民
課
で
は
、
現
在
受
給
さ
れ
て
い
る
方
に
６
月

中
旬
現
況
届
を
お
送
り
し
ま
す
の
で
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
以
前
支
給
要
件
が
満
た
さ
れ
ず
、
今
回
は

受
給
資
格
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
方
も
６
月
30
日
（
金
）

ま
で
に
町
住
民
課
で
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
義
務
教
育
就
学
前
の
お
子
さ
ん
も
い
る
場
合

は
、
現
況
届
を
提
出
の
際
、
町
住
民
課
窓
口
で
「
額
改

定
請
求
書
」
の
記
入
が
必
要
で
す
。

◎
申
請
に
必
要
な
添
付
書
類

●
年
金
加
入
証
明
書
ま
た
は
申
立
書
（
受
給
者
が
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
等
で
あ
る
場
合
に
提
出
）

●
前
住
所
地
の
市
区
町
村
長
が
発
行
す
る
児
童

手
当
用
所
得
証
明
書
（
12
月
31
日
以
前
に

当
町
に

住
所
が
な
か
っ
た
場
合
に
提
出
）

●
こ
の
ほ
か
、
必
要
に
応
じ
て
提
出
す
る
書
類
が
あ
り

ま
す
。

詳
し
く
は
町
住
民
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

［町内版］
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町
住
民
課
TEL
５
８
・
８
２
０
２

「現　況　届」�
を提出してください�

※現況届は6月30日までに�
　提出しましょう�

いいえ�
義務教育就学前の�
　児童もいます�

はい�

はい�

いいえ�

※9月29日までに提出しましょう�
（注意）9月30日は土曜日のため�
　　　　　　  窓口はお休みです�

「現　況　届」�
+�

「額改定請求書」�
を提出してください�

「認定請求書」�
を提出してください�

現在、児童手当を�
受けていますか？�

３歳未満のお子さん�
だけですか？�

EVENT GUIDE

玉城おはなしキャラバン、6月の予定は次のとおりです。時間はいずれも午後4時30分から午後5時まで。
【６月 1日】田丸地区・羽根公民館
【６月 8日】外城田地区・蚊野公民館
【６月15日】下外城田地区・中角公民館
【６月22日】有田地区・荒子団地公民館
詳しくは、飯田啓子さんTEL 58-4600へお尋ねください。



６
月
７
日
（
水
）

▼
テ
ー
マ

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

▼
時
間

10
時
〜
11
時
30
分

▼
場
所

町
保
健
福
祉
会
館

＊
ご
希
望
の
方
は
町
保
健
福
祉
会
館
へ
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

６
月
22
日
（
木
）

▼
時
間

９
時
30
分
〜
12
時

▼
場
所

町
保
健
福
祉
会
館

▼
料
金

３
０
０
円

＊
ご
希
望
の
方
は
町
保
健
福
祉
会
館
へ
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

家
に
と
じ
こ
も
り
が
ち
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？
寝

た
き
り
・
寝
か
せ
き
り
に
な
っ
て
い
な
い
で
し
ょ
う
か
？

加
齢
と
と
も
に
身
体
の
機
能
は
低
下
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

機
能
の
低
下
を
防
ぐ
場
・
仲
間
作
り
の
場
と
し
て
リ
ハ

ビ
リ
教
室
を
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
日
程

６
月
13
日（
火
）・
28
日（
水
）

７
月
11
日（
火
）・
26
日（
水
）

▼
時
間

13
時
〜
15
時
30
分

▼
場
所

町
保
健
福
祉
会
館

▼
内
容

健
康
チ
ェ
ッ
ク
、
軽
体
操
、
ゲ
ー
ム
、
理
学

療
法
士
・
作
業
療
法
士
に
よ
る
機
能
チ
ェ
ッ
ク
・
機
能

訓
練
指
導
な
ど

▼
対
象

脳
血
管
疾
患
、
そ
の
他
の
疾
病
等
に
よ
り
在

宅
で
の
リ
ハ
ビ
リ
を
望
む
方
、
必
要
と
さ
れ
る
方

＊
ご
希
望
の
方
は
町
福
祉
課
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

くらしの情報・6月
［町内版］

【骨壺】

玉城町郷土資料館に骨壺が展示されている。古瀬

戸焼の壺は戦後岩出台地開墾のとき出土したもので、

岩出は平安時代中期から室町時代初頃まで約四百年

間大中臣祭主が住んだ岩波の里であったから、骨壺

の主は大中臣祭主ゆかりの貴族であろう。また常滑

焼の壺は昭和57年６月、東宮古、梶原寺の東の字

平内山の土採取で出土したもので、数基の五輪塔も

みられた。

貴族や豪族の遺体は火葬して骨壺に納めて埋め、

その上に五輪塔を建てたが庶民の遺体は、村の共同

墓地に土葬して頭大の石を置くだけであった。

【まいり墓】

上田辺村は埋墓の麓に墓碑を建ててまいり墓にし

たが、埋墓が採土されたとき平安時代の土器浄瓶

（じょうへい）が出土した。庶民の墓碑が建てられ

るようになったのは今から四百年くらい前の江戸時

代であるから、埋墓は古い時代からの埋葬地であっ

たことがわかる。昭和54年墓地整理が行われ、共同

墓地は消滅して家ごとに墓域が定められた。

下田辺村は墓碑は観音庵境内に、日向（谷村）の

墓碑は東見寺境内に、埋墓が佐田山の浦町大雲寺、

田丸魚町宝龍寺・萱町沿いの明光寺・本町西光寺に

はそれぞれの檀家が寺域に石碑を建ててまいり墓に

した。宮古広泰寺・朝久田龍茸庵境内の墓石もまい

り墓であった。

◎金子延夫著　玉城町史第三巻より抜書

－埋め墓とまいり墓②－

121

6 城あとに夢を築くまちたまき 2000- 6

●玉城町山野草会様から、４月22・23日に開催した
山野草展の売り上げの一部、5000円を寄付いただき
ました。

●玉城町建設業協同組合様より桜まつりでの売上金
24,700円を寄付いただきました。
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「
伊
勢
志
摩
生
活
創
造
圏
ビ
ジ
ョ
ン
」
と
は
、
南
勢

志
摩
県
民
局
管
内
17
市
町
村
の
住
民
と
市
町
村
・
県
が
、

「
協
働
」
で
つ
く
っ
た
伊
勢
志
摩
生
活
創
造
圏
の
地
域
づ

く
り
の
方
向
を
示
す
ビ
ジ
ョ
ン
で
す
。

こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
目
指
す
べ
き
伊
勢
志
摩
の
将
来

像
と
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
住
民
や
行
政
が
と
も
に
取

り
組
ん
で
い
く
べ
き
共
通
の
テ
ー
マ
や
方
策
を
示
し
た
も

の
で
、「
地
域
の
多
様
な
主
体
が
共
有
す
る
協
働
の
指

針
」
と
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

▼
ビ
ジ
ョ
ン
の
理
念：

「
”き
ら
り
”
と
輝
く
伊
勢
志
摩

の
み
ら
い
づ
く
り
」

〜
”き
ら
り
”
を
育
み
結
ぶ
、

人
・
地
域
・
産
業
〜

▼
策
定
主
体：

伊
勢
志
摩
生
活
創
造
圏
ビ
ジ
ョ
ン
策
定

委
員
会

▼
ビ
ジ
ョ
ン
の
Ｐ
Ｒ
と
推
進：

概
要
版
を
全
戸
配
布
し
、

協
働
の
呼
び
か
け
や
仕
組
み
づ
く
り
な
ど
を
進
め
る
と
と

も
に
、
ビ
ジ
ョ
ン
に
掲
げ
た
45
の
提
案
を
平
成
12
年
度

か
ら
順
次
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
南
勢
志
摩
県
民
局
企
画
調
整
部
企

画
調
整
グ
ル
ー
プ
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

県
で
は
、
平
成
12
年
か
ら
私
費
に
よ
る
外
国
人
留
学

生
を
対
象
と
す
る
奨
学
金
制
度
、
県
内
に
住
所
を
有
す

る
も
の
の
子
弟
の
私
費
に
よ
る
海
外
留
学
生
を
対
象
と

す
る
奨
学
金
制
度
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。

申
し
込
み
は
、
６
月
５
日
（
月
）
ま
で
。
お
急
ぎ
く

だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
県
生
活
部
国
際
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

こ
ん
な
と
き
は
検
察
審
査
会
へ

子
ど
も
が
交
通
事
故
で
大
け
が
を
し
ま
し
た
。
加
害

者
は
事
故
直
後
こ
そ
病
院
に
見
舞
い
、
賠
償
金
も
払
う

と
約
束
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
は
約
束
を
果
た
さ
な
い

ば
か
り
か
「
検
察
庁
で
自
分
の
責
任
が
な
い
こ
と
を
認

め
て
く
れ
た
。」
と
言
っ
て
、
手
の
ひ
ら
を
返
す
よ
う
な

態
度
に
出
て
き
ま
し
た
。

調
べ
て
み
る
と
、
確
か
に
検
察
庁
は
加
害
者
を
不
起
訴

処
分
と
し
て
裁
判
に
か
け
な
い
こ
と
に
し
て
い
ま
し
た
。

［広域版］
1

こ
の
よ
う
な
検
察
庁
の
処
分
に
納
得
で
き
な
い
と
き

に
、
そ
の
処
分
が
正
し
か
っ
た
か
ど
う
か
を
審
査
す
る

制
度
と
し
て
検
察
審
査
会
制
度
が
あ
り
ま
す
。

事
件
を
審
査
し
て
も
ら
う
の
に
全
く
費
用
は
か
か
り
ま

せ
ん
。
申
し
立
て
の
方
法
な
ど
詳
し
く
は
伊
勢
検
察
審

査
会
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

県
・
三
重
県
地
域
木
造
住
宅
推
進
協
議
会
な
ど
で
は
、

次
の
よ
う
に
平
成
12
年
度
「
新
優
良
木
造
住
宅
建
設
促

進
融
資
」
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

▼
融
資
対
象

地
域
材
を
65
％
以
上
使
用
し
て
木
造
住

宅
を
建
設
さ
れ
る
方

▼
受
付
期
限

平
成
12
年
７
月
14
日
（
金
）

▼
貸
付
利
率

２
・
４
５
％
（
予
定
）

住
宅
金
融
公

庫
中
間
金
利
か
ら
０
・
５
％
減
じ
た
利
率

▼
融
資
額

５
０
０
万
円
（
一
部
条
件
に
よ
り
７
５
０

万
円
）

申
込
み
な
ど
詳
し
く
は
、
三
重
県
地
域
木
造
住
宅
推

進
協
議
会
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

三
重
県
地
域
木
造
住
宅
推
進
協
議
会

TEL
０
５
９
・
２
２
８
・
４
７
１
５

南
勢
志
摩
県
民
局
企
画
調
整
部
企
画
調
整
グ
ル
ー
プ

TEL
２
７
・
５
１
１
０

津
地
方
裁
判
所
伊
勢
支
部
（
伊
勢
検
察
審
査
会
）

TEL
２
８
・
３
１
３
５

県
生
活
部
国
際
課
TEL
０
５
９
・
２
２
４
・
２
０
６
５

玉城わかば学園　TEL 58・2716
県立養護学校玉城わかば学園（宮古）では、親子木工教室「親子で挑戦！
ギコギコ トントン大工さん」を開催します。
●期日　8月１日（火）～３日（木）
応募は、６月20日（火）までに玉城わかば学園（浦田裕子さん）まで



自
動
車
事
故
対
策
セ
ン
タ
ー
は
、
自
動
車
事
故
の
発

生
の
防
止
と
被
害
者
の
保
護
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ

た
政
府
の
関
係
機
関
で
す
。

ま
た
、
当
セ
ン
タ
ー
で
は
そ
の
目
的
を
推
進
す
る
た

め
、
交
通
遺
児
に
対
す
る
育
成
資
金
の
貸
し
付
け
と
、

重
度
後
遺
障
害
者
に
対
す
る
介
護
料
の
支
給
を
行
っ
て

い
ま
す
。

●
交
通
遺
児
等
へ
の
育
成
資
金
の
貸
付

▼
貸
付
対
象
者

自
動
車
事
故
に
よ
り
働
き
手
が
亡
く

な
っ
た
り
、
働
き
手
が
重
度
の
後
遺
障
害
者
と
な
っ
た

た
め
、
生
活
に
お
困
り
の
ご
家
庭
の
０
歳
か
ら
中
学
卒

業
ま
で
の
お
子
さ
ん

▼
貸
付
金
額

開
始
一
時
金：

15
万
５
０
０
０
円
　
毎

月：

２
万
円
　
入
学
支
度
金：

４
万
４
０
０
０
円

▼
利
子

無
利
子

▼
返
還
方
法

中
学
卒
業
後
１
年
間
据
置
20
年
の
年
賦

ま
た
は
月
賦
（
高
校
・
大
学
在
学
中
は
返
還
猶
予
の
制

度
が
あ
り
ま
す
）

●
重
度
後
遺
障
害
者
へ
の
介
護
料
の
支
給

▼
支
給
対
象
者

自
動
車
事
故
に
よ
る
重
度
の
後
遺
障

害
者
の
た
め
、
常
時
介
護
を
必
要
と
す
る
人

▼
支
給
金
額

日
額：

４
５
０
０
円
　
自
宅
療
養
で
看

護
婦
、
准
看
護
婦
、
家
政
婦
等
以
外
の
者
の
介
護
を
受

け
て
い
る
場
合：

２
２
５
０
円

両
制
度
に
関
す
る
詳
し
い
こ
と
は
、
自
動
車
事
故
対

策
セ
ン
タ
ー
三
重
支
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

くらしの情報・6月
［広域版］
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自
動
車
事
故
対
策
セ
ン
タ
ー
三
重
支
所

TEL
０
５
９
・
２
２
５
・
１
０
０
７

老齢基礎年金は国民年金制度の給付の根幹をなしているもので、
すべての国民に共通する老齢給付で、原則として65歳から受け
られます。
ただし、老齢基礎年金を受けるには、原則として25年以上の
受給資格期間が必要となります。

受給資格期間とは、次の期間です。
①国民年金の保険料を納めた期間と免除された期間。
②厚生年金・共済組合等に加入していた期間（昭和36年４月以
降で、20歳以上60歳未満の期間）

③国民年金の第３号被保険者期間
④国民年金に任意加入できる期間のうち、加入しなかった期間
（昭和36年４月から昭和61年３月までの期間）等の合算対象
期間

詳しくは、図１と図２を参照してください。なお、年金額につ
いては、図３により計算された額となります。

詳しくは、町住民課TEL 58・8202へお問い合わせください。

生　年　月　日
昭和 5年４月２日～ 29年
昭和 6年４月２日～ 30年
昭和 7年４月２日～ 31年
昭和 8年４月２日～ 32年
昭和 9年４月２日～ 33年
昭和10年４月２日～ 34年
昭和11年４月２日～ 35年
昭和12年４月２日～ 36年
昭和13年４月２日～ 37年
昭和14年４月２日～ 38年
昭和15年４月２日～ 39年
昭和16年４月２日以降 40年

〔図１〕受給資格期間及び加入可能年数

〔図３〕年金額の計算方法（平成12年度）

〔図２〕受給資格期間
受給資格期間

25年

加入可能年数

年金額=804,200円×

※加入可能年数とは、昭和36年４月から60歳になるまでの年数

（図１参照）

（保険料を納めた月数）+（保険料を免除された月数）×1/3

加入可能年数×12（月）

受給資格期間 =  保険料納付済期間 ＋ 保険料免除期間 ＋ 合算対象期間

●国民年金を納めた期間
●厚生年金、共済組合に
加入していた期間（昭
和36年４月１日以降で
20歳以上60歳未満）

●第３号被保険者期間

●資格期間には含みますが年金額の
計算には入りません（例えば昭和
36年４月から昭和61年３月まで
の期間で厚生年金・共済年金の加
入者の配偶者が国民年金に任意加
入しなかった期間など）

●国民年金を
免除された
期間
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●
２
等
陸
士
・
海
士
・
空
士

●
２
等
陸
士
・
海
士
・
空
士
を
除
く
そ
の
他
の
募
集
計
画

［広域版］
2

自
衛
隊
三
重
地
方
連
絡
部
伊
勢
募
集
事
務
所

TEL
２
３
・
３
８
８
０

募集期 隊別 採用予定人員（人） 試験時期 合格発表 採用時期
陸自 500
海自 85

9月 11月
3～4月

8～9月
空自 100 （平成13年）
計 685
（注）採用予定人員等は、実行段階において一部変更することがあります。

幹
　
　
　
部

幹
　
部
　
候
　
補
　
士

曹

（注）１　採用予定人員等は、実行段階において一部変更することがあります。
２　採用予定人員欄中の（ ）内は、女子の採用予定人員で、内数です。

女
　
子

〈合計〉陸自3,506人・海自520人・空自815人・計4,841人

区分 採用予定人員（人） 受付期間 試験時期 合格発表 採用時期
陸 2

医　科 海 1
空 1 前期 前期6月 前期9月 前期10月

4～5月
陸 2 後期 後期11月 後期2月 後期

歯　科 10～11月 （平成13年） 3～4月
海 2 （平成13年）

技　術 海 4 5～6月 7月 9月 10月
1次5月 1次6月

陸 110（8） 2次6月 2次7月
一　般 海 68（5） 3次7～8月 （航空飛行

空 59（5） 4～5月 （航空飛行 要員のみ） 3～4月
要員のみ） 最終9月 （平成13年）

技　術 海 18 1次5月 1次6月
2次6月 最終9月

陸 4
歯　科 海 2

空 2 4～5月 1次5月 1次6月 3～4月
2次6月 最終9月 （平成13年）

陸 8
薬　剤 海 2

空 3
免　許 10 9月 10月

海 5～6月 7月
大学等 20 10月 4月
卒 （平成13年）

看護 陸 10 10～11月 11月 2月 4月
（女子） （平成13年）

陸 400（36） 1次9月 1次9月
一般曹候補学生 海 390（25） 8～9月 3～4月

空 400（20） 2次10月 2次11月 （平成13年）
海 70（若干名） 1次9月 1次10月

航空学生 8～9月 2次10月 2次11月 3～4月
空 68（若干名） 3次（空） 最終1月 （平成13年）

11～12月
看護学生 陸 97 9～10月 1次10月 1次11月 3～4月
（女子） 2次11月 2次1月 （平成13年）

陸 250 1次1月 1次1月
自衛隊生徒 海 60 11～1月 3月
（男子） 空 50 2次1月 2次2月

陸 1,850（100） 1次9月 1次9月
曹候補士 海 450（20） 8～9月 3～4月

空 460（20） 2次10月 2次11月 （平成13年）
陸 2,733

小　計 海 1,097
空 1,043
計 4,873

9～10月 1次11月 1次12月

防衛大学校学生
2次12月 2次2月 4月

460（35） （平成13年）
（推薦は9月） （推薦は9月） （推薦は11月）

防衛医科大学校学生 65 9～10月 1次11月 1次11月 4月
2次12月 2次2月 （平成13年）

貸費学生 15 12～1月 2月 4月 4月
（平成13年）（平成13年）

合　　計 5,431

募集期 隊別 採用予定人員（人） 試験時期 合格発表 採用時期
陸自 0

第１次 海自 0
（4～6月） 空自 0

計 0
7～9月

陸自 0
第２次 海自 85

（7～9月） 空自 115
計 200
陸自 0 受付時に指定 その都度

第３次 海自 0
10～12月

（10～12月） 空自 100
計 100
陸自 3,506

第４次 海自 435 1～4月
（1～3月） 空自 600 （平成13年）

計 4,541

男
　
子

技
　
術

防
衛
庁
で
は
、
次
の
よ
う
に
平
成
12
年
度
自
衛
官
の
募
集
を
計
画
し
て
い
ま
す
。



▼
日
時
・
担
当
大
学
・
テ
ー
マ

①
７
月
１
日
（
土
）

【
第
１
部
基
調
講
演
】

東
京
大
学
教
育
学
部
教
授
　
佐
藤
学
氏
　

「
子
ど
も
た
ち
を
め
ぐ
る
危
機
と
教
育
改
革
の
課
題
」

【
第
２
部
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
】

ど
う
な
る
、
三
重
の
環
境
・
食
・
教
育

②
７
月
８
日
（
土
）
鈴
鹿
国
際
大
学

③
７
月
14
日
（
金
）
鈴
鹿
医
療
科
学
大
学

④
７
月
15
日
（
土
）
皇
學
館
大
学

⑤
７
月
22
日
（
土
）
三
重
県
立
看
護
大
学

⑥
７
月
25
日
（
火
）
三
重
大
学

⑦
７
月
26
日
（
水
）
松
阪
大
学

⑧
７
月
29
日
（
土
）
四
日
市
大
学

時
間
帯
は
い
ず
れ
も
午
後
。

み
え
県
民
カ
レ
ッ
ジ
・
リ
カ
レ
ン
ト
コ
ー
ス
「
三
重

７
大
学
公
開
セ
ミ
ナ
ー
２
０
０
０
」
を
、
県
総
合
文
化

セ
ン
タ
ー
で
開
講
し
ま
す
。

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
高
度
で
専
門
的
な
講
座
の
機
会

を
求
め
て
み
え
る
方
々
、
い
ろ
い
ろ
な
分
野
の
講
話
を

聴
い
て
教
養
を
さ
ら
に
深
め
た
い
と
お
考
え
の
方
々
を

対
象
に
、
県
内
の
４
年
制
７
大
学
が
一
時
期
に
公
開
セ

ミ
ナ
ー
を
開
講
し
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
テ
ー
マ

心
豊
か
な
人
生
へ
の
ア
ク
セ
ス

〜
新
し
い
世
紀
へ
の
旅
立
ち
〜

くらしの情報・6月
［広域版］

▼
定
員

先
着
順
で
１
５
０
〜
４
０
０
名
（
会
場
に
よ

り
異
な
り
ま
す
）

▼
受
講
料

無
料

▼
会
場

県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

▼
受
講
申
込
み
期
間

６
月
３
日（
土
）〜
30
日（
金
）

申
し
込
み
の
ほ
か
、
詳
細
は
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

平
成
12
年
度
「
ま
な
び
ぃ
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
推
進
事
業
」

の
一
環
と
し
て
、「
夏
休
み
山
商
パ
ソ
コ
ン
入
門
講
座
」

を
開
催
し
ま
す
。

▼
内
容

ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
「
ワ
ー
ド
」、
表
計
算
ソ
フ

ト
「
エ
ク
セ
ル
」
の
初
歩
的
操
作
法
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
よ
る
情
報
検
索
方
法

▼
期
間

前
節：

８
月
７
日
（
月
）
〜
11
日
（
金
）

後
節：

８
月
21
日
（
月
）
〜
25
日
（
金
）

い
ず
れ
も
19
時
〜
21
時

▼
場
所

県
立
宇
治
山
田
商
業
高
等
学
校

▼
定
員

前
節
・
後
節
と
も
40
名
程
度

▼
受
講
資
格

15
歳
以
上
、
ま
た
は
保
護
者
同
伴
の
中

学
生

▼
費
用

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
は
別
途
）

▼
申
込
方
法

往
復
は
が
き
に
、
郵
便
番
号
・
住
所
・

氏
名
・
年
齢
（
学
校
名
・
学
年
）、
希
望
（
前
節
か
後

節
）
を
明
記
し
、
６
月
５
日
（
月
）
〜
23
日
（
金
）
ま

で
に
、
〒
516-

0018
伊
勢
市
黒
瀬
町
札
ノ
木
1193

県
立
宇
治

山
田
商
業
高
等
学
校
　
ま
な
び
ぃ
募
集
係
ま
で

詳
し
い
こ
と
は
、
同
校
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

10 城あとに夢を築くまちたまき 2000- 6

県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

TEL
０
５
９
・
２
３
３
・
１
１
５
１

《国家公務員採用Ⅲ種試験（税務）》
◆ 受験資格
昭和55年４月２日～昭和58年４月１日までに生まれた方

◆ 受験申込受付期間
６月21日（水）～６月28日（水）
募集方法など詳しくは、名古屋国税局人事第二課試験係TEL 052

（951）3511内線3450または伊勢税務署総務課TEL （28）3191へお問
い合わせください。
名古屋国税局ホームページ（http://www.nagoya.nta.go.jp）でもご
覧になれます。

国税庁では、税に関する高校生の作文を募集しています。
《応募要領》

◆応募資格…高校生であればどなたでも応募できます。
◆テーマ…税に関することであれば何でも結構です。
◆応募点数と字数　　１人１編。3000字以内。
◆応募の締切り…９月７日（木）までに、伊勢税務署へ提出してく
ださい。
詳しい応募方法について伊勢税務署総務課へお問い合わせください。

県
立
宇
治
山
田
商
業
高
等
学
校
　
TEL
２
２
・
１
１
０
１
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電
波
利
用
保
護
旬
間

６
月
１
日
か
ら
６
月
10
日
ま
で

電
波
に
関
す
る
ご
相
談
は
、

不
法
無
線
局

TEL
０
５
２
・
９
７
１
・
９
４
７
１

TEL
０
５
２
・
９
７
１
・
９
４
６
３

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
の
受
信
障
害

TEL
０
５
２
・
９
７
１
・
９
６
４
８

伊
勢
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
は
、
創
立
50
周
年
を
記

念
す
る
行
事
の
一
つ
と
し
て
、
青
少
年
の
国
際
理
解
と

親
善
の
推
進
を
目
的
に
、
台
湾
基
隆
市
（
キ
ー
ル
ン
）

の
基
隆
南
ロ
ー
タ
リ
ー
会
員
の
も
と
へ
、
当
地
域
の
青

少
年
を
短
期
間
（
４
泊
５
日
）
派
遣
す
る
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
事
業
を
企
画
し
、
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

▼
応
募
資
格

伊
勢
市
・
玉
城
町
・
小
俣
町
・
御
薗

村
・
二
見
町
・
度
会
町
に
在
住
す
る
中
学
・
高
校
生
、

ま
た
は
通
学
す
る
中
学
・
高
校
生

▼
応
募
期
間

６
月
１
日
（
木
）
〜
20
日
（
火
）

▼
応
募
人
員

20
名

（
最
終
面
接
７
月
２
日
で
決
定
）

▼
参
加
費
用

２
万
円
＋
パ
ス
ポ
ー
ト
代

▼
そ
の
他

申
し
込
み
は
、
町
総
務
課
お
よ
び
伊
勢
ロ

ー
タ
リ
ー
事
務
局
（
伊
勢
商
工
会
議
所
４
Ｆ
）
に
設
置

さ
れ
て
い
る
用
紙
に
レ
ポ
ー
ト
を
添
え
、
伊
勢
ロ
ー
タ

リ
ー
事
務
局
　
〒
516-

0037
伊
勢
市
岩
渕
１-

７-

17

伊
勢

商
工
会
議
所
内
へ
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
詳
し
い
こ
と
は
事
務
局
の
ほ
か
、
電
子
メ
ー

ル

shuichi@
po.inetm

ie.or.jp

（
西
村
さ
ん
）
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

最近、東京や大阪等の貸金業者を名乗るものか
ら、三重県内の中小企業の事務所へ、「ダイレク
トメールやファックス」により案内状を送って融
資勧誘を行い、申込人に対しては、大口融資のた
め「保証金」と称し、小切手や手形を送付させて
小口の融資を行い、最終的に大口融資をせず保証
金も返還しないという事件が発生しています。
なかには、案内状に実在する貸金業者の登録番号
を記載し、信用させようとする悪質な業者もいます。

これらの業者はほとんど「無登録業者」で、そ
の行為は保証金名目に振り出された小切手・手形
をだまし取る悪質な犯罪行為です。
このようなうまい融資話にはのることなく、不
審な案内状が送られてきたときには警察に相談し
てください。

［広域版］
3

郵政省東海電気通信監理局

ホームページアドレス（URL）http://www.tokai-bt.mpt.go.jp

DENPAくん

私たちの生活を

おびやかす困った

電波を追放しよう!!

伊
勢
ロ
ー
タ
リ
ー
事
務
局
TEL
２
３
・
２
２
１
２



（
財
）
三
重
県
下
水
道
公
社
で
は
、
次
の
よ
う
に
下

水
道
排
水
設
備
工
事
責
任
者
技
術
者
試
験
及
び
講
習
会

を
開
催
し
ま
す
。

講
習
会

▼
実
施
日

平
成
12
年
10
月
12
日（
木
）
９
時
30
分
か
ら
16
時
ま
で

▼
場
所

メ
ッ
セ
ウ
イ
ン
グ
・
み
え
（
津
市
北
小
路
町
19-

１
）

▼
受
講
資
格

平
成
12
年
11
月
８
日
で
満
年
齢
20
歳
以
上
で
、
排
水

設
備
工
事
又
は
排
水
設
備
以
外
の
下
水
道
工
事
あ
る
い

は
水
道
工
事
の
設
計
又
は
施
工
に
関
し
、
受
験
申
込
日

現
在
で
２
年
（
24
ヶ
月
）
以
上
の
実
務
経
験
が
あ
る
方

が
対
象
。

▼
講
習
の
内
容

①
下
水
道
の
一
般
知
識
に
関
す
る
こ
と
。

②
排
水
設
備
の
法
律
的
知
識
に
関
す
る
こ
と
。

③
排
水
設
備
の
設
計
、
施
工
及
び
維
持
管
理
の
技
術
的

知
識
に
関
す
る
こ
と
。

④
排
水
施
設
の
新
設
、
増
設
、
改
築
及
び
撤
去
工
事
に

係
る
事
務
手
続
に
関
す
る
こ
と
。

▼
申
込
み
期
間

平
成
12
年
７
月
３
日（
月
）〜
14
日

（
金
）（
当
日
消
印
有
効
）

▼
手
数
料

講
習
手
数
料
７
０
０
０
円
と
受
講
用
テ
キ

ス
ト
１
０
０
０
円
が
必
要
で
す
。

▼
提
出
先

〒
514-

0301
津
市
雲
出
鋼
管
町
52-

5

（
財
）
三
重
県
下
水
道
公
社
　
雲
出
川
左
岸
浄
化
セ
ン

タ
ー

排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
試
験
事
務
担
当
　

▼
申
込
書
備
付
場
所

町
下
水
道
課
TEL
５
８
・
８
２
０
７

▼
申
込
書
備
付
開
始
時
期

平
成
12
年
６
月
５
日（
月
）

か
ら

試
験

▼
実
施
日

平
成
12
年
11
月
８
日（
水
）
13
時
か
ら

▼
場
所

津
会
場：

メ
ッ
セ
ウ
イ
ン
グ
・
み
え
（
津
市

北
小
路
町
19
・
１
）

伊
勢
会
場：

サ
ン
ア
リ
ー
ナ
（
伊
勢
市
朝
熊
町
鴨
谷

4383
・
4
）

▼
試
験
方
法

筆
記
試
験
。
内
容
は
前
記
講
習「
講
習
の
内
容
」に
同
じ
。

▼
手
数
料

受
験
料
３
０
０
０
円
の
他
に
合
格
者
で
責
任
技
術
者
証

の
必
要
な
方
は
、
交
付
手
数
料
３
０
０
０
円
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

▼
受
験
資
格
▼
申
込
み
期
間
▼
提
出
先
▼
申
込
書
備
付

場
所
・
時
期

い
ず
れ
も
前
記
講
習
会
の
項
目
に
同
じ

で
す
。

詳
し
く
は
、
町
下
水
道
課
、
及
び
（
財
）
三
重
県
下

水
道
公
社
　
雲
出
川
左
岸
浄
化
セ
ン
タ
ー
へ
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

くらしの情報・6月
［広域版］

From Okinawa Tamagusuku Village

料
理
の
鉄
人
が

月
桃
の
商
品
開
発

料理の鉄人でおなじみの名誉鉄人、石鍋裕氏（沖
縄サミット料理担当）が玉城村字前川にある沖縄県
月桃生産協同組合を訪れました。
これは同組合が商品開発と販路拡大のために同氏
に指導、支援協力をお願いしたところ実現したもの。
月桃を利用した商品を開発しようという話し合いの
中で「香りの良い、伝統のムーチーを小さくして売
り出すのもいいのではないか」など、次々とアイデ
ィアが飛び出していました。

沖縄県玉城村役場　TEL 098（948）7111

12 城あとに夢を築くまちたまき 2000- 6

たまぐすく

町
下
水
道
課
TEL
５
８
・
８
２
０
７

（
財
）三
重
県
下
水
道
公
社
雲
出
川
左
岸
浄
化
セ
ン
タ
ー

TEL
０
５
９
・
２
３
５
・
２
０
３
０
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編
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委
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よ
り

今月の表紙

◆人の動き（平成12年5月1日現在）
●人口　14,490人（+42人）
●男　7,098人（+26人）
●女　7,392人（+16人）
●世帯数　4,228世帯（+25世帯）
（ ）は4月1日以降の増減

■玉城町役場 TEL 58 - 8200
FAX 58 - 4494

●総務課 TEL 58 - 8200
●税務課 TEL 58 - 8201
●住民課 TEL 58 - 8202
●福祉課 TEL 58 - 8203
●農林課 TEL 58 - 8204
●建設課 TEL 58 - 8205
●都市計画課 TEL 58 - 8206
●水道課 TEL 58 - 8207
●下水道課 TEL 58 - 8207
●財政課 TEL 58 - 8208
●商工振興課 TEL 58 - 8209
●出納室 TEL 58 - 8210
●議会事務局 TEL 58 - 8211
●教育総務課 TEL 58 - 8212
●社会教育課 TEL 58 - 6331
■玉城病院 TEL 58 - 3039
■老人保健施設 TEL 58 - 3770
（ケアハイツ玉城）
■保健福祉会館 TEL 58 - 8000
■社会福祉協議会 TEL 58 - 6915
■玉城ふれあいの館 TEL 58 - 8800
■ふるさと味工房 TEL 58 - 8686
■夢工房たまき TEL 58 - 7696
■青少年相談センター TEL 58 - 4108
■南勢広域斎場 TEL 28 - 5120
■在宅介護支援センター TEL 58 - 8181

休日・夜間当直室
58-8213

在介の看板は中瀬町長お手製のものです。

長さ150センチ、幅30センチの板に彫刻刀

で彫りを入れ、ニスを吹き付け仕上げてあ

ります。

介護のご相談は看板を目当てにお越しく

ださい。

2000.6     N
o.326

いきいき
クラブ

町税などの納期は、期限を守って必ず納めてくだ
さい。納期は次のとおりです。

●町民税（第１期）
………………………6月30日（金）
納付書は、納税通知書とともに１年分まとめてお送
りします。納期がきたらその都度納めてください。
なお、口座振替の場合は、納税通知書および課税明
細書をお送りしますので、税額をご確認のうえ振込口
座の残額をお確かめください。
お問い合わせは、町税務課へ

●国民健康保険料（第3期）
………………………6月30日（金）

お問い合わせは、町福祉課へ

町税など
納期の
お知らせ

6月21日（水）～23日（金）
6月26日（月）・27日（火）
上記期間内に町内を巡回検診いたします。
詳細ははさみこみのチラシをご覧ください。
料金：100円（喀痰検査を希望される方は、500円）

結核・肺がん
検診

6月29日（木）
時間　9：30～15：00
場所　町保健福祉会館
対象　生後2ヵ月～3歳までのお子さん
◎身体計測、離乳食（栄養）や子育て全般に関する相談
※母子手帳をお持ちください。

乳幼児相談

6月14日（水）
受付　13：00～13：30
場所 町保健福祉会館
対象　平成8年12月1日～

平成9年1月31日に生まれたお子さん
※該当児には、個人通知いたします。

3歳児
健康診査

7月4日（火）
受付　10：00～11：30
場所　町保健福祉会館
対象　保育所入所までのお子さんとその保護者
内容　七夕飾り作り

たまきっこ
くらぶ

6月5日（月）・12日（月）・20日（火）
7月10日（月）
時間　10：00～11：30
場所　町保健福祉会館　健康相談室
対象　60歳以上の方（若い方も歓迎します。）
内容　指体操、簡単なストレッチ体操など

心配ごと
相談

6月15日（木）
7月 3日（月）
時間　10：00～15：00
場所　町保健福祉会館
お問い合わせは　町社会福祉協議会へ

広報たまきは再生紙を利用しています


